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エコアクション２１

　　環境経営レポート

（２０２２年１１月１日～２０２３年１月３１日）

１．組織の概要及び対象範囲 Ｐ.３

２．実施体制及び役割及び責任・権限表 Ｐ.４

３．環境経営方針 Ｐ.５

４．環境経営目標 Ｐ.６

５．環境経営計画 Ｐ.７～１０

６．環境経営計画に基づき実施した取り組み内容 Ｐ.７～１０

（実施体制を含む）

７．環境経営目標及び環境経営計画の実績及び環境経営の実績・ Ｐ.１１

　　取組結果とその評価（実績には二酸化炭素排出量を含む）、

８．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、 Ｐ.１２

　　並びに違反、訴訟などの有無

９．代表者による全体の評価と見直し・指示 Ｐ.１３

２０２３年３月１６日発行

高津通信株式会社
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組織の概要及び対象範囲

事業者名　　　　高津通信株式会社

代表者氏名　　伊藤　秋雄

環境管理の責任者・担当者及び連絡先　

環境管理責任者　　伊藤　秋雄 　

担当者　　　　　　　　伊藤　大介

連絡先　　　　　　　　〒252-0244　　神奈川県相模原市中央区田名3351-1

Ｔｅｌ＆Ｆａｘ　　　　　　042-785-2405

Ｅ－ｍａｉｌ　　　　　　　d-ito@taka-2.co.jp

所在地

１． 事業所名　　　本社

所在地　　　　〒252-0244　　神奈川県相模原市中央区田名3322-4

２． 事業所名　　　第2工場

所在地　　　　〒252-0244　　神奈川県相模原市中央区田名3351-1

事業内容　　　　電子機器に使用するプリント基板の設計、実装および

　　ユニットの組立配線業務を請け負っている。

事業の規模　2021年度（2021年7月～2022年6月）

売上額　　　　　　　　1.3億円

従業員数　　　　　　　19名　（本社　11名、第2工場　8名）

延床面積　　　　　　430㎡　（本社　130㎡、第2工場　300㎡）

対象範囲（全組織・全活動）

（1）認証・登録対象組織　

本社、第2工場

（2）認証・登録対象活動

プリント基板の設計、実装、組立配線の製造及び販売

3/13



承認 作成

 

＊この組織は、企業の状況によって採否を決めても良い。

（回覧ルート）

社長→全部門責任者、環境管理の責任者

改訂履歴

改訂月日 承認 作成者

作成　　　2022年10月13日

伊藤 伊藤大介

役割・責任・権限

代表者

１．環境管理責任者の任命、実施体制の構築
２．環境経営方針の制定
３．エコアクション２１を運用し、維持するための経営資源を用意する
４．環境経営システムの定期的見直しの実施
５．社内情報の外部公開可否決定

環境管理責任者

１．環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善
２．社長への環境経営システムの実施状況報告
３．推進機関であるＥＡ２１ＥＭＳの事務局の責任者として事務局運営
４．それぞれの業務・役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画・実施する
５．関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底
６．環境関連文書及び記録の作成・整理

EA21推進委員会

１、組織内の推進組織（経営会議、幹部会議などと兼ねることも可能）
２、経営改善と環境への取組を一体的に運用することにより、効果をより高めることが出来る。
３、環境管理責任者とEA21事務局のラインの中に入るのではなく、側面的に助言を行う。
４、全社的な組織とし、各部門からメンバーを募り、全社的なコンセンサスをまとめていくものとする。
５、事務的な作業については、事務局の助けを借りることが出来る。

EA21事務局

１．環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局
２．環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
３．環境経営目標、環境経営活動計画書原案の作成
４．環境活動の実績集計、環境関連法規等取りまとめ表の作成
５．環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
６．環境関連の外部コミュニケーションの窓口、環境経営レポートの作成

部門責任者

１．自部門における環境経営システムの実施、環境方針の周知、従業員に対する教育
　　訓練の実施、自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告
２．自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
３．特定された項目の手順書作成及び運用管理
４．自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト、訓練を実施、
　　記録の作成
５．自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

　 　

　 　

従業員 １．環境経営方針を理解し、部門の環境活動計画に従って活動する。

改訂数 改訂理由

　 　

実施体制及び役割及び責任･権限表

代表者

伊藤 秋雄

環境管理責任者

伊藤 大介

ＥＡ２１事務局
伊藤 大介(兼務)

部門責任者

本社 猪股

副 伊藤(公)

部門責任者
第2工場 井口
副 村田
副 中島

部門責任者

第3工場 柴田

副 吹田
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環境経営方針

【企業理念】

当社は、社会と地域に必要とされ、モノづくりで人々を笑顔にすることを理念としております。

時代の最先端技術に携わるために日々研鑽をし、その中で関わる全ての人々、家族、従業員、

取引先、エンドユーザーに対して、モノづくり・製造業を通じて幸せにしたいと考えております。

【行動指針】

１．環境負荷の低減を図るため、以下の活動に取り組みます。

（１）省エネ（電気、燃料）を推進し二酸化炭素の排出量を削減します。

（２）廃棄物の排出量を削減します。

（３）水の使用量を削減します。

（４）化学物質の使用量を削減します。

（５）製品の小型軽量化に取組みます。

２．事業活動にあたっては環境関連法規等を遵守します。

３．環境経営の活動は、継続的改善を実施します。

４．環境経営方針は全ての従業員に周知します。

2022年11月3日

高津通信株式会社　　　　　

代表取締役　伊藤　秋雄
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承　　認 作　　成
2023/3/1 2022/11/3

伊藤 伊藤　大介

運用期間相当 運用期間

2021年１1月 2022年１1月

～2022年1月 ～2023年1月

（排出量） （排出量）

総量
42,100
kg-CO2

総量
11,536
kg-CO2

2％削減
41,258kg-CO2

2％削減
11,305
kg-CO2

4％削減
40,416
kg-CO2

6％削減
62,510
kg-CO2

2%削減 2%削減 3%削減 4%削減

80,244 kWh 21,697kWh 78,639 kWh 21,263 kWh 77,836 kWh 77,034 kWh

(34,746kg-CO2) (9,395kg-CO2) (34,050kg-CO2) (9,206kg-CO2) (33,702kg-CO2) (33,355kg-CO2/t)

3%削減 3%削減 5%削減 7%削減

3,145 L 917 L 3,050 L 889 L 2,987 L 2,924 L

(7,297kg-CO2) (2,128kg-CO2) (16,133kg-CO2) (4,033kg-CO2) (15,800kg-CO2) (15,467kg-CO2)

（一廃排出量） （一廃排出量） 10%削減 10%削減 15%削減 20%削減

859kg 232kg 773kg 208kg 730kg 687kg

（産廃排出量） （産廃排出量） 10%削減 10%削減 15%削減 20%削減

278kg 57kg 250kg 51kg 236kg 222kg

（水使用量） （水使用量）

217 m3 54 m3 維持管理 維持管理 維持管理 維持管理

（不良品率） （不良品率） （不良品率） （不良品率） （不良品率） （不良品率）

5% 5% 5% 5% 4% 3.5

６．組立配線の全体工数を短縮する なし なし なし
全体の組み立て工
数を集計、把握する

標準工数を設定して実
績をとる

全体工数を10％短縮する

７．外部不具合流出の撲滅 44件 16件 10件以下 3件以下 ７件以下 5件以下

注：

環　境　経　営　目　標

環境経営目標

基準（実績） 年度目標 中期目標

2021年度 2022年度

2023年度
(2023年7月
～2024年6月）

2024年度
（2024年7月
～2025年6月）通年(2021年7月

～2022年6月）

化学物質の使用はありません

通年(2022年7月
～2023年6月）

１．二酸化炭素排出量の削減

１．１電力使用量の削減
（二酸化炭素排出係数：
　　　　　　　0.433ｋｇ－CO2/ｋWh）

１．２自動車燃料(軽油）使用量の削減
（二酸化炭素排出係数：
　　　　　　　2.31ｋｇ－CO2/L）

２．一般廃棄物排出量の削減

３．産業廃棄物排出量の削減

４．水使用量の削減

５．社内不良率の低減

1)　購入電力の二酸化炭素排出係数：　東京電力の排出係数は0.433
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本社用

基準年度：２０２２年度 評価　　○：達成　　×：未達 □：計画　　■：実施

２０２３年
７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

実績処理量 kg（トン）

1 二酸化炭素排出量の削減 本社と第2工場 電力使用量の低減や自動車燃料の節約 管理 ■ ■ ■ □ □ □ □ □
責任者

3か月 ２％削減（→９８％） 　　計画排出量単月（ｋｇ） 猪股 3,360 4,019 3,926

11.536kg 42,100ｋｇ 　　実績排出量単月（ｋｇ） 3,433 3,817 3,018

↓ ↓ 　　計画排出量累計（ｋｇ） 3,360 7,379 11,305

11305kg 41,258ｋｇ 　　実績排出量累計（ｋｇ） 3,433 7,250 10,268

評価 × ○ ○
1.1 電力使用量の削減(本社分) 本社のみ ・ＬＥＤ照明への切り替え　全数 伊藤公介 全数

・効率的な設備稼働 ■ ■ ■ □ □ □ □ □

3か月 ２％削減（→９８％） 　　計画電力使用量（千kWh） 3.79 4.35 4.09
12483kWh 51726ｋＷｈ 　　実績電力使用量（千kWh） 4.26 4.23 2.73

↓ ↓ 　　同　　　累計（千kWh） 4.26 8.49 11.22
12233kWh 50,691ｋＷｈ 　　実績電力使用量（千kWh）

評価 × ○ ○
1.2 自動車燃料（軽油）使用量 本社と第2工場 ・車輌別タイヤ空気圧管理 千葉和夫 □ □ □ □ □ □ □ □

　の削減 ・納品ルート・回数の見直し ■ ■ ■ □ □ □ □ □

3か月 ３%削減（→９７％） 　　計画燃料使用量 343.7 338.1 208.3
917L 3154Ｌ／ｔ 　　実績燃料使用量（千L） 360.3 267.5 239
↓ ↓ 　　同　　　累計（千L） 360.3 627.8 866.8

889L 3059Ｌ／t 　　実績燃料使用量／処理量(L/t)
評価 × ○ ○

2 一般廃棄物排出量の削減 本社と第2工場 ・一般廃棄物の分別徹底 伊藤公介 □ □ □ □ □ □ □ □
・コピー紙、雑紙のリサイクル ■ ■ ■ □ □ □ □ □

（一廃排出量） ・紙類のリサイクル先探す □ □ □ □ □ □ □ □
3か月 １０％削減（→９０％）

232kg 859kg 　　計画排出量累計（kg） 72.0 68.4 68.4
↓ ↓ 　　実績排出量（kg） 80 76 76

208.8kg 773kg 　　同　　　累計（kg） 80 156 232
評価 × × ×

２０２２年

２０２２年度環境経営計画・実施状況評価
承　　認 作　　成

2023/3/1 2023/2/13

伊藤 伊藤大介

ＮＯ． 項目
年度目標

（２０２２年度）
達成手段 責任者
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２０２３年
７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

２０２２年ＮＯ． 項目
年度目標

（２０２２年度）
達成手段 責任者

3 産業廃棄物排出量の削減 本社と第2工場 ・無駄な工具や整備を購入しない 伊藤公介 □ □ □ □ □ □ □ □
・照明をLED化して、電灯を減らす □ ■ □ □ □ □ □ □

（産廃排出量） □ □ □ □ □ □ □ □
3か月 １０％削減（→９０％）

57kg 278kg 　　計画排出量累計（kg） 22.5 9 19.8
↓ ↓ 　　実績排出量（kg） 5 35 15

51.3kg 250.2kg 　　同　　　累計（kg） 5 40 55
評価 ○ × ○

4 水使用量の削減 維持管理として目標 ・配管水漏れチェック 千葉和夫 □ □ □ □ □ □ □ □
数値は設定せず。 ・洗車方法の改善（バケツ式） □ □ □ □ □ □ □ □

（水使用量） ・破砕現場の散水改善（元栓絞り） □ □ □ □ □ □ □ □

維持管理 維持管理 維持管理

評価
5 社内不良率の低減 本社と第2工場 ・資材検査漏れの低減 猪股 □ □ □

5％→4％ ・不具合統計の集計ツールの導入 □ □ ■
による正確な状況把握
・社内不良率 不明 不明 集計見込み

× × ○
7 外部不具合流出の撲滅 本社と第2工場 ・検査工程の見直し 猪股 □ □ □ □ □ □ □ □

・検査官の育成 □ □ □ □ □ □ □ □
・検査官のスキルマップ作成 □ □ □ □ □ □ □ □

評価 × × ×

ＮＯ． 評価・確認　月日 評価・確認者 評価・確認事項（定期、臨時） 評　価　・　確　認　結　果　、コ　メ　ン　ト　、　是　正　処　置　等
1 2023/2/13 伊藤大介 二酸化炭素の排出量、電力使用量、自動車燃料の使用量はいずれも目標を達成できた。

電力使用量の削減については、LED化や効率的な設備稼働が寄与した。

一般廃棄物については、目分量で計測から実数を把握することにして、比較できるようにする。

産業破棄物は、仕事量に依存するため計画通りの数値達成は難しいため、仕事量当たりの係数を設定する。

社内不良率の低減や外部不具合流出の撲滅については、計画に対する実施が不十分であった。
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第2工場用

基準年度：２０２２年度 評価　　○：達成　　×：未達 □：計画　　■：実施

２０２３年
７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

実績処理量 kg（トン）

1 二酸化炭素排出量の削減 本社と第2工場 電力使用量の低減や自動車燃料の節約 管理 □ □ □ □ □ □ □ □
責任者

２％削減（→９８％） 　　計画排出量単月（ｋｇ）
42,100ｋｇ 　　実績排出量単月（ｋｇ）

↓ 　　計画排出量累計（ｋｇ）
41,258ｋｇ 　　実績排出量累計（ｋｇ）

評価
1.1 電力使用量の削減 第2工場分のみ ・ＬＥＤ照明への切り替え　全数 井口 全数

・効率的な設備稼働 ■ ■ ■ □ □ □ □ □
第2工場分

3か月 ２％削減（→９８％） 　　計画電力使用量（千kWh） 2.10 3.10 3.80
9214kWh 28,518ｋＷｈ 　　実績電力使用量（千kWh） 1.76 2.71 3.02
↓ ↓ 　　同　　　累計（千kWh） 1.76 4.47 7.49

9030kWh 27,947ｋＷｈ 　　実績電力使用量（千kWh）
評価 ○ ○ ○

1.2 自動車燃料（軽油）使用量 本社と第2工場 ・車輌別タイヤ空気圧管理 □ □ □ □ □ □ □ □
　の削減 ・納品ルート・回数の見直し □ □ □ □ □ □ □ □
（処理量当り）

３%削減（→９７％） 　　計画燃料使用量／処理量(L/t)
3154Ｌ／ｔ 　　実績燃料使用量（千L）

↓ 　　同　　　累計（千L）
3059Ｌ／t 　　実績燃料使用量／処理量(L/t)

評価
2 廃棄物排出量の削減 本社と第2工場 ・一般廃棄物の分別徹底 □ □ □ □ □ □ □ □

・コピー紙、雑紙のリサイクル □ □ □ □ □ □ □ □
（一廃排出量） ・紙類のリサイクル先探す □ □ □ □ □ □ □ □

１０％削減（→９０％）
859kg 　　計画排出量累計（kg）
↓ 　　実績排出量（kg）

773kg 　　同　　　累計（kg）
評価

２０２２年

２０２２年度環境経営計画・実施状況評価
承　　認 作　　成

2023/3/1 2023/2/13

伊藤 伊藤大介

ＮＯ． 項目
年度目標

（２０２２年度）
達成手段 責任者
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２０２３年
７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

２０２２年ＮＯ． 項目
年度目標

（２０２２年度）
達成手段 責任者

3 産業廃棄物排出量の削減 本社と第2工場 ・無駄な工具や整備を購入しない □ □ □ □ □ □ □ □
・照明をLED化して、電灯を減らす □ ■ □ □ □ □ □ □

（産廃排出量） □ □ □ □ □ □ □ □
3か月 １０％削減（→９０％）
57kg 278kg 　　計画排出量累計（kg） 22.5 9 19.8
↓ ↓ 　　実績排出量（kg） 5 35 15
51.3kg 250.2kg 　　同　　　累計（kg） 5 40 55

評価 ○ × ○
4 水使用量の削減 維持管理として目標 ・配管水漏れチェック 井口 □ □ □ □ □ □ □ □

数値は設定せず。 ・洗車方法の改善（バケツ式） □ □ □ □ □ □ □ □
（水使用量） ・破砕現場の散水改善（元栓絞り） □ □ □ □ □ □ □ □

維持管理 維持管理 維持管理 維持管理 維持管理

評価
5 社内不良率の低減 本社と第2工場 本社分にて掲示

5％→4％

6 組配全体の業務改善 手直し工数を減らす 村田 □ □ □ □ □
正味稼働時間を増やす ・全体の組立工数を集計、把握する □ □ □ □ □ □ □ □
平均原価率を向上させる ・5S活動(材料置き場の整理) □ □ ■ □ □ □ □ □

・線材処理機の導入による効率化 □ □ □ □ □ □ □ □
・手直し工数の正確な時間を把握 □ □ □ □ □ □ □ □

評価 ○

ＮＯ． 評価・確認　月日 評価・確認者 評価・確認事項（定期、臨時） 評　価　・　確　認　結　果　、コ　メ　ン　ト　、　是　正　処　置　等
1 2023/2/13 伊藤大介 電力使用量については、LED照明化も寄与し目標達成となった。

組配全体の業務改善については、計画は立てたが実行に至るまでの徹底が不十分であった。
活動の定例実施を決めることが出来たので、繁忙に関わらず実施徹底できるようにする。

実施案の作成
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2022年11月～2023年1月度環境経営活動評価書 承　　認
2023年3月16日

伊藤

担当者
環境管理
の責任者 環境管理の責任者

ＮＯ．
推 進 項 目 　年　　度　　目　　標 　結　果　確　認

評価
達成の要因/未達成の原
因

1 二酸化炭素排出量 2％削減（９８％）
の削減

11,536 kg-CO2

↓ 10.268 kg-CO2 ○

11,305 kg-CO2

1.1 電気使用量の削減
　（二酸化炭素排出 2％削減（９８％）
量削減）
本社分 12,483ｋＷｈ 11,220ｋＷｈ ○

↓
12,233ｋＷｈ

1.1-2 電気使用量の削減
　（二酸化炭素排出 2％削減（９８％）
量削減）
第2工場分 9,214ｋＷｈ ７，４９０kWh ○

↓
9,030ｋＷｈ

1.2 車燃料の削減
　（二酸化炭素排出 ３%削減（９７％）
量削減） 917Ｌ

↓ 866Ｌ ○
889Ｌ

2 一般廃棄物排出量 １０％削減（９０％）
の削減 232kg

↓
208.8kg 232kg ×

3 廃棄物排出量
の削減 １０％削減（９０％）

57kg 55kg ×
↓

51.3kg
4 水使用量の削減

変化なし ○

5 社内不良率の低減
5%
↓ 未計測
4%

6 組立配線の全体
工数を短縮する なし なし ー 評価不可

検査工程の見直し
検査官の育成

7 検査官のスキル 未実施
マップの作成

製造部に検査官を配置し、工程内検査を強化して最終
検査割合を減少させることで、検査内容を集約させて検
査漏れを防ぐ。目標達成までの計画を再作成する。

納品回数が少なるように
調整、エコドライブを意識
した結果が表れた。

×

外部不具合流出の
撲滅

×

計画に対する実施が不
十分であった。

維持管理として目標
数値は設定せず。

記載不要

計画に対する実施が不
十分であった。

不具合の記録を残すツールを導入した。記録担当者を
選任して記録漏れを防ぐ仕組みとした。

現状維持

製品毎の工数を正確に知るための工数集計ツールを
現場に導入する。
修正した工数を基に無駄な工数が発生していないか
検証する機会を設ける。

LED照明化および予て
から実施している、効率
的な設備稼働が寄与し
た。

記載不要

作　　　成
2023年3月16日

伊藤大介

環境管理の責任者

未達成場合の是正措置・予防処置

本社、第2工場のLED照
明化が大きく寄与した。

記載不要

LED照明化および予て
から実施している、効率
的な設備稼働が寄与し
た。

記載不要

記載不要

一袋およそ5キロといった
曖昧な測定方法であった
ため、増減の実態が掴め
なかった。

仕事量によって、大きく
変化するため、計画通り
の数値目標の達成が難
しかった

仕事量による係数を導入して、どれだけ削減できたか、
導入した施策に効果があるのか検証出来るようにする。

本社、第2工場にはかりを導入して、毎週水曜日に測定
することとした。現状を把握することで、廃棄物量への意
識を高める。
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８．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

適用される主な環境関連法規などは次のとおりである。

適用環境関連法規等 適用される事項（施設、物質、事業活動等）

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物（金属クズ、廃プラ、廃油等）

フロン回収・破壊法 業務用空調機

環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反・訴訟はあり

ませんでした。なお、関係当局よりの違反等の指摘は過去３年間ありません。

９．代表者による全体評価と見直し・指示

（１）全体評価

エコアクション２１を構築し、3ヶ月の運用期間を経て目標の達成状況、計画の実施状況及び

法規等の遵守状況を見る限り、十分とは言えないものの主要な環境活動は概ね実施できた。

従って環境経営方針は変更しないが、活動テーマによっては改善の余地が残されおり、今後

社員が一丸となってシステムの充実と改善に取り組みます。

（２）見直し・指示

　（２）－１．環境経営方針

今回策定し、活動を開始した環境経営活動の方針は、現在のままの形で変更しないこととする。

　（２）－２．環境経営目標、環境経営計画

①二酸化炭素の排出では、電力使用量の削減およびガソリン使用量の削減により目標を達成すること

が出来た。LED照明化による、電気使用量削減が大きく寄与した結果である。

②廃棄物排出量削減は達成出来なかった。理由として計量方法が大雑把であり削減できているのか、

　 実態を把握することが困難であったことが要因である。分別自体は以前から実施していたため、

　 今後は定期的にゴミの重量を計測し現状把握することから着手する。

③水使用は、トイレや手洗いのような生活用水の使用に限られているので現状より削減する

ことは実際上難しいが、節水意識を忘れないようにして使用量が増加しないように努める。

④生産性や品質に関する事柄に関しては、計画に対する実施が不十分という結果となった。

一度行動計画を見直し、取り組むべき優先順位と担当者の選定を実施する。社内で毎月開催する

定例報告で活動計画の進捗報告を行う体制にすることが決定している。

新たな法規制情報については、定期的に国・自治体等のホームページより収集する。

　（２）－３．実施体制

2023年4月から第3工場の稼働に際して、社内組織の改編と共に本社、第2工場、第3工場において

管理者を設置し、目標に沿った行動計画を実施していく。
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代表者による全体の評価と見直し・指示 承認
結果報告書 代表者

代表取締役社長 伊藤
伊藤　秋雄

見直し対象期間 　　2022年　　11月　　1日～　　2023年　　1月　　31日

見直し実施月日 　　2023年　　　2月　　　24日 （定期・臨時）

　出　席　者 臨時会議出席者

提出資料名 　①環境経営目標の達成状況
　②環境経営計画の実施及び運用結果
　③環境関連法規などの遵守状況
　④外部からの環境に関する苦情や要望
　（地域住民・顧客・自治体・消費者や社会の要請等も含む）
　⑤その他 （法規制の動向の情報など）

「課題とチャンス」 良いフィードバックがかかることを期待する
見直しの要否

見直し結果 ①環境経営方針の変更の必要性
　（　有り　・無し　）　　　　　　　　　　　　　　　　期限：

②環境経営目標及び環境経営計画の変更の必要性
　（　有り　・無し　）　

③実施体制の変更の必要性：
　（　有り　・無し　）　改善担当者：　　　　　　　期限：

今回の評価結果及び指示内容等
今回は目標値は変更なし
環境経営計画書を再作成する

総　括

改訂履歴
版数 　　　　改　訂　理　由 改訂月日 承認 作成者

1

（回覧ルート）
社長→環境管理の責任者→関係者招集（改善担当者及び期限記入原紙保管、

コピー作成→社長及び関係部門へ配布）

配布先

文書番号
－
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